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交配までの栽培管理

赤かび病防除は、適期に確実に実施しましょう！

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　松井 秀憲さん

 

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　三輪 俊貴さん

「乾燥は大敵！水やりが不可欠～サトイモ～」今月の
テーマ

サトイモは、ねっとりとした食感の独特な味わいで、芋煮をはじめとした和食の主役になる野菜です。
栽培期間はやや長めですが、初心者の方でも挑戦しやすい野菜です。サトイモには、親イモ、子イモ、
親子両方食べる種類、芋柄（ズイキ）を食べる種類があります。

メロン

小麦

・種イモは先端から芽が出ているもの(芽出しイモ)が良いです。
・乾燥が続くと収穫量が減るので、夏の乾燥時期に水やりを欠かさないようにしましょう。
・霜に弱いので、収穫は霜が降りる前にします。
・連作を嫌うので、同じ畑で最低3年間は栽培しないようにします。

畑の準備

植え付け2週間前に堆肥2㌔/㎡、1週間前に化成肥料(N:P:K=8:8:8) 100㌘/㎡を施用し、よく耕します。種イモは、
ふっくらとふくらんで病気やキズの無い50㌘前後の丸い種イモを選びます。既に芽が出始めているもの（芽出しイ
モ）を選んで植えると育ちやすくなります。
芽が出ていない種イモは、土を入れた育苗箱などに種イモを埋め、ビニールをかけ暖かいところに置いて芽出しをし
ます。1カ月ほどで発芽し、芽が2㌢ほどまで成長したらビニールを外します。芽が5㌢ほどになれば種イモを掘り起
こして、定植します。

植え付け 畝幅60～70㌢、高さ10㌢程度の畝に、株間50～60㌢間隔で植え付けます。
5～6㌢土がかかる深さに種イモを植え、植え付け後たっぷりと水を与えます。

水やり サトイモは乾燥にとても弱い野菜です。乾燥してしまうと収穫量も減ってしまうので、夏の乾燥時期には水やりを欠
かさないようにしましょう。

収　穫
10月上旬から11月下旬の霜が降りる前に収穫をすませます。
あらかじめ地上に出ている葉柄を根元から切り取って、株の周りをスコップで掘り起こします。イモを傷めないように、
手で掘り上げて収穫します。

貯　蔵
次年の種イモに利用するために貯蔵する場合は、子イモや孫イモが外れないように株ごと掘り上げ、地下水の少ない
畑を選んで、貯蔵穴を掘り、イモを株ごと下向きになるように詰め込みます。その上に籾殻や稲わらなどで覆い、
さらに上から10㌢くらい覆土します。降雨時に水が多量に流れ込んだりしないように排水に注意します。

芽かき 子イモから出た芽は土寄せの際に倒して埋め込みます。

病虫害 サトイモは比較的病虫害の被害を受けにくい作物ですが、アブラムシやヨトウムシの被害を受けることがあります。

追肥・土寄せ

5月下旬～6月上旬に1回目の追肥（1株あたり化成肥料30～50㌘）と土寄せをします。
肥料と土を混ぜて株元にしっかりと土寄せをするのがポイントです。
2回目の追肥と土寄せは7月上旬に、3回目の追肥と土寄せは8月上旬頃に行います。
3回目の土寄せが終わったら、マルチや敷き藁などをして土の乾燥を防ぎます。

栽培のポイント

　令和５年産小麦の生育は、２月末現在、「イワイノダイチ」「さとのそ
ら」ともに、平年並～やや早となっています。３月～５月の気温は、平年
並み以上となる可能性が高いと予想されており、出穂時期も例年より
早くなることが予想されます。
　小麦が出穂期を迎えたら、赤かび病防除の時期です。防除作業の
準備は整っていますか？ほ場毎の出穂状況をよく観察し、防除適期を
逃さないよう心がけましょう。

　赤かび病菌が産出する毒素「デオキシニバレノール（ＤＯＮ）」は、
人に対して、頭痛・嘔吐・めまいなどの急性中毒症状のほか、長期間の
摂取により成長抑制・免疫低下などの慢性中毒症状を引き起こしま
す。ＤＯＮが原料に混入した場合、製粉業者やメーカーの段階で取り
除くことが不可能なため、実需者から赤かび病の防除を確実に行うよ
う強く求められています。食品安全の確保という意味でも、重要な作
業となります。
　このようなことから、赤かび病には厳しい検査基準が設けられ、基
準値１ppmを超えると出荷停止処分となるため、出穂期以降２回の薬
剤防除を徹底しましょう。

＜防除適期＞
１回目：開花始め
２回目：１回目の防除から10日後

　赤かび病は、開花期に感染しやすい病気です。一般に、出穂から１
週間程度で開花期を迎えますが、暖かい日が続くと開花が早まるた
め、ほ場での開花状況をよく確認して防除を行いましょう。また、使用
する薬剤は各地域の栽培暦を参考に選定し、農薬の使用基準などを
確認のうえ、地域住民や近接ほ場の他作物などに配慮し、適切に散布
しましょう。

　海津市では、メロン品種「アールスナイト夏系2号」の施設栽培が行
われています。パイプハウスや温室での地床栽培に向いた品種で、今
回は交配までの管理について紹介します。
1　作型　
・は種時期 4月、定植時期 5月、収穫時期 7月
2　は種
・10㌃あたりのは種量は2,500～3,000粒
　（栽植密度2,100～2,400株）
・発芽適温は地温28～30℃。発芽後は徒長を防ぐため、昼25℃、夜
16℃に下げる。
3　定植
・老化苗は活着が悪いため、展開葉数2.5～3葉で定植する。
・定植時の地温は18℃以上を確保する。
・鉢土の表面が見える程度の浅植えとする。深植えは厳禁。
4　定植後の管理
（1）温度管理
・生育期は昼間25～30℃。夜間は15℃を下回らないように注意する。
　交配期の夜温は高めの18～20℃とする。
（2）水分管理
・定植4～5日（活着まで）は株の周囲に手かん水する。
・活着後はややかん水を控え、本葉8枚目頃からかん水量を増やす。
・開花期はかん水を控える。

（3）摘葉・除芽
・摘葉、除芽は晴天の午前中に行い、夕方までに乾かす。
・本葉5～6枚時に子葉と第1葉を、本葉9～10枚時に第2、3葉を摘
葉する。
・株元から10節目までの子ヅルは早めに除去する。
（4）結果枝の選定と摘芯
・結果枝は10～13節で確保し、第2節の葉を残し摘芯する。
・主枝の摘芯は交配2～3日前に、結果枝より上に10～12枚残して
行う。
5　交配
・人工交配は朝8～10時に行う。交配日を記入し、収穫期の目安とする。
・ミツバチによる交配は、3日前からハウスに入れて慣らしておく。
　（農薬はミツバチへの影響日数を考慮して選択・使用する）

赤かび病が発生した穂

植え付け マルチわき芽かき 追肥・土寄せ 収穫
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